
 

 

 

令和７年度 西毛地区小学校体育科授業研究会レポート 

               期日：令和７年１１月２１日 

              会場：富岡市立高瀬小学校 

単元名：球技 ゴール型 「バスケットボール」 

指導者：武田 健太郎 

 

 今年度の西毛地区授業研究会では、富岡市立高瀬小学校の武田先生が授業提供をしてく

ださいました。今回取り上げたバスケットボールは、ゴール型のボール運動であり、チーム

で選んだ作戦を生かしながら、フリーの状態をつくるための動き方や練習を考え、試行し、

声や合図で伝え合うことを通して、オールコートでの攻め方を工夫することのできた授業

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人のめあてを設定 

個人のめあてを設定した後、チー

ムでめあての共有をしてから練習

に取り組んでいました。 

チーム練習 

前時までに学んだ練習メニューから

選択し、チーム内で声をかけ合いな

がら練習に取り組んでいました。 

準備体操・運動 

ボールを使いながら、体操した後、

ドリブル・パス・シュートを行って

いました。 

メインゲーム１ 

チーム内で前・後半に分かれて、３対３

のゲームを行い、チームで決めた作戦を

実行できるように、取り組んでいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業検討会では、前時までに学習した３つの作戦の中から選択できていたのか、気づいた

ことをゲームを見合う中でチームの仲間に伝えることができたのか、掲示した声かけ例を

参考にチームの仲間に伝えることができたのかなどについて議論が行われました。今回の

授業では、教師の支援がなくてもチーム内で話し合い、作戦が実行できるように一人一人が

意識してゲームを行えていました。さらに授業が始まる前から、ボールを使って進んで体を

動かしながら楽しそうにしている姿がとても印象的でした。 

 授業を提供してくださった武田健太郎先生、会場を提供してくださった富岡市立高瀬小

学校の先生方をはじめ、研究会開催にご尽力いただいた皆様に心より感謝申しあげます。あ

りがとうございました。 

（文責：富岡市小体研） 

チームでの作戦会議 

ゲームを通して、改善点をチームごと

に挙げ、次の試合で実行できるように

話し合いました。 

メインゲーム２ 

同チームとゲームを行うことで、改

善点を試しながらゲームを進めて

いました。 

ホワイトボードを使った掲示物 

本時の流れや単元計画、声のかけ方など

を可視化することで、前時までの学習を

振り返ったり本時で意識することを確

認したりと、工夫がされていました。 

振り返り 

個人の振り返り後、チームでも共有す

ることで、次単元に繋げられるように

意見を伝えていました。 


